
民俗博物館だより
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地方博物館を穹える(その3)

来館者の声レト1生の作文から)

彼洋会(奈良県の民俗行事)

大和に残る町並と町家(大和の民家)

吉野林業技術の概観(収蔵資料の紹介)

アンケート分析より・おしらせ
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教育普及活動を振り返って

教育普及活動は、博物館と県民とをつなぐ

接点であり、県民にとっては館の存在を知る

機会である。博物館にとっては日頃の調査研

究の成果を支持母体である地城社会に還元す

る手段として最も重要なものである。

盟展示

博物館の展示室は主要な教育普及の場であ

り、入館者にとってはいつでも開かれた学習

の場である。

ここで行われる展示は学校教育などで一般

に行う言葉を中心、とした知識伝達と異なり、

展示室内に一定のテーマをもって配置された

多くの実物資料を通して、見る人に知識や情

報を伝える。個人の自由意思を尊重した学習

を目的とする手段である。

当館の展示室は現在大きく4区画に分けて

ある。入口から3区画は県内各地域を代表す

る生業を3つのテーマ岼剛乍・林業・茶業)

としてとリ上げ、その中でかつて使われてい

た数々の用具を工程順に配列して、現在のよう

に機械力に頼らなかった頃のくらしの一端を

伝之ようとしている。そして最後の一区画て

は「日々のくらし」と題して昔使われた日用

品や様々な用具を小さなテーマを設けて半年

に 2 回展示替えをしてい.る。

もちろん特別テーマ展もこの空間を使って

行うか、先の3つのテーマでは表現されてい

ない視点からテーマを設け、展示に必要な資

料は広く県外からも借用して、本県との比較

も出来るように考えている。また廊下側の

コー十一では現在、先の特別テーマ展「大和

の薬と行商」の縮小版を展示しているが、期

間中に見られなかった人々への配慮として今

後も種々の特別テーマ展のダイジェスト版を

考えて行きたい。

展示室の資料には必ず写真力陌会でその使わ

れ方を示すようにしているし、部分的には人

形も配置して人の動きと用具との関係を表現

して、わかりやすさに気を配っている。

■展示導線に組み込んだ映像装置の効果

各地域を代表する生業コーナーの終りに、
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3面マルチオートスライドを設置している。

これは「大和の民家」と題して県内の代表的

な三地域の地理的特色とそれによって変わる

民家の形を紹介している。一連の生業コー

ナーの内容にも関連させて、民家や民具なと

の生活文化財'としての意義を解説している。

展示室への映像装置の導入は新しい博物館て

はよく行われており、以前は臨時の催しとし

てしか活用されてなかったが、各々の展水

コー十一や展尓導線の中へ持ち込む事で利用

者にとっては、それかより公平な矣齢翻吸収手

段となって展示そのものの情蝦量と質を向上

させたといえる。今後の博物館活動の中で

もっと多角的に活用されるよう研究しなけれ

ぱならない。

アンケートによれぱ、当館のスライド「大

和の民家」は大変好評を得ている。それは装

置の位置が、入館者の心、理的変化のタイミン

グとよく一效しているためか、この位置にさ

しかかると必す見ているようである。しかし、

多勢の団体利用の折にはこの限りではなく、

展示室全体が騒然とした雰囲気となり映像装

置の効果もいくつかの展示への配慮も半減し

てしまう傾向かある。当館の展水は家族小.位

程度の人数で利用されるのか最も効果的であ

る。アンケートでも「小学校の団体で・一度来

言たか今度は父母といっしょに来た。」という

葉もあ 1)明らかに・一度来たら二度と行きたく

ないというような博物館だというΠ」象は、

けっして持っていないという事が窺えた(フ

ページ参照)。また今後は、民俗学そのものの0

基本的な意義・目的などをテーマとした展示

も・必要と思、われる。

もとより展示という手段には利点と共に限

界かあるので、それを補うため様々な手段か

必要である。

■体験学習講座と民俗講座

当鮪では展示室と連続するフロアーに郷士

学習室を設け、展示室ではできない藁細工な

どの製作実習や民具を使った昔なか乃の手仕

事を見学するという催しを開館以来1ル月第 4

大宮守人
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日曜日に行って来た。すでに18回を数えてお

り征月違った内容のものを行って来たが、、

本年からは、木の利用・竹の利用・藁の利用

と分けて、展示率.との内容的連続性も考えな

からそれぞれをシリーズとして展開して行き

たいと考えている。また講座の内容をより充

実するためにも導入、展開、結びをはっきり

させて参加者にとって印象深い内容となるよ

う教育技術の向上にも触手をのばす必要があ

る。

民俗講座は民俗学に関する様々な知識を・普

及するための備演会で、講師には加・回その分

野の椛威の方々にお棚ルている。体'験学習講

座と士ヒべると随分とりつきにくいようで、参

加名もル回多くはないが、着実に伸びている

ようである。今後とも内容を検討して広く親

しまれるものにして行きたい。

冒館外での展示

館内での展示の他に市街地のショーウィン

ドゥを借り、館の広報も兼ねて展示したり、

地域の公民館と共催で特別展を行う事も前む

きに考えている。ショーウインドゥでの展示

は余良市東向通商店街にある会良市観光課の

広報コー十一を惜りてすでに 3回を数えてい

る。また公民館との共催展はこの5打に天理

市中央公民鮪にて、きt,のや食べものに関する

資料をキ.に移動展を行う予定である。この移

動展の経'験はまだ浅いが、今後増加する事も

考えて、当鮪内でかつて展示した内容をその

時使用したパ才、ルと共にーつのテーマを持っ

たユニットとしてぃくつか保存しておき こ
、

のユニゞトを小,L、にいつでも移動展かイ丁える

よラに考えていくつもりである。

■教育普及活動を支えるもの

ともあれこの様な企画を成功させるために

は門頃から様々の形で研究と資制の僻積かさ

れていなけれぱなー.§,当館の収染対象七な

る資料の研窕、嗣沓は、勿論であるか教育N

及そのものに関する埋綸的、技術的研究を積

極的き続けていなければ、,務的に事.が運ん

でしまって魅力のないものになる恐れがあ

る。特にアンケート調査などで代表される博

物鮪の進路そのものを決定する力めの情帆や

資料の蓄積にはより多くの努力をはらってぃ

かなけれぱ県民に支持された開かれた博物鯨

の育成は望めないのではなかろうか。

民俗博物館だより V01 Ⅲ NO.1

1

体験学習講座に参加して

わたしか上劇谷博物館をたずねて強く感ヒた

ことは、自分たちでものを作り出し、それて

しく遊ふということの喜びである。竹馬も楽

竹とんばも、もちろん作ったのは初めてであ

る。小ノJなどあつかうのがむずかしかったけ

れど、教えてくださったおじいさんの、あっ

かい方のうまさにおどろいた。

昔の人々は、みんなあんな'、うに器用で、

何をするのも、力たしたちよりずっとずっと

じょうずだったのだろう。今の力たしたちは、

説明書を読む力があっても、自分で最初かゞ,

作り出す力か少しもない。わたし自身、とて
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も恥ずかしいことだと思、う。昔の人々は、い0

ろんな遊びをして、ゆめを持って、とても楽

しかったことだろう。自分たちのことを考え

てみると、部屋の中で高いお金を出して買っ

たゲームをしている。それも、あきぐしまえ

ばおしまいだ。そこから発展するこ上はめっ

たにない

竹馬だったら高い方へ高い方へ上ちょう戦

していく楽しみがあるし、それを使ってサ,

カーやらたくさんのことができる。多少の危

険もあるけれど、それを自分の力で変えてい

き、よりいっそうよいものにしていく努力。、、、

力たしたちには、とてもできそうにない。

わたしも、自分の作ったものができあかっ

た時の喜ぴを味力いたいものだ。民俗門井勿館

てイ乍った竹と人ぽは、一生大切にして、恕、い

出にしておきたい。
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奈良リ,しの民俗1」'→Ⅱ(フ)

二月の中を春分と云、八月の中を秋分と
ち16た人 圭リ

云て、昼夜の長加'i、大かた相ひとしき時節
ー、くにt,]ん、ん 士.ら j

にして、此時日輪天の中道を廻り、天地温
せ0し ーメカ けい', ,

和の時節なれぱ、寺院の靜なるに俳椢して、
カ、人

一日の閑をたのしむもむべなり 0

これは、松永拠1恵の『本朝世事'淡綺』の巻

之四に記迹された「彼岸」の頂の一節であ

る"。

彼岸は春秋二季に行な力れる<先祖まつ1)>

の行事である。旧暦では 2月と8月、いいか

えると春分の日あるいは秋分の日を彼岸の中

日といい、これらの日から前後それぞれ3日、

間、 i+7日間ずつを一般にお彼岸さんといっ

たが、今日では 3月とⅡ月の新暦に変力っ ^0
し

本来、彼岸は西方浄士を表わし、現世を此岸

として人々は浄士=彼岸へ想いをめぐらし、

かつ極楽往生した先祖への追善供養がこめら

れていたというのが一般の説である。しかし、

折口信夫説では「彼岸会なるものは仁、説に

よって成り立つとい'、か、根底から仁、教的な

ものではない」とする異説もある幻。

ともあれ、彼岸は「到彼岸」と称し、 U、説

にみる考えか一般民衆に根をおろしているこ

とは確かであろう'屶 0

この彼岸も古'く、その起源をたどれば聖徳

太子から始まるとも、平安時代初頭から皇族

や貴族の問で行なわれていた七考えられてい

る力畑月らかではない。しかし、平安時代後期

には貴族の間で行なわれていたことが窺え

る'。

この彼岸の先祖まつりの仏事.は、江戸時代

には民衆の間で定着していた。そして、民衆

にとけ込んだ彼岸か、明治・大正時代を経て

今日の彼岸へと変化してきた。利、たちは、こ

の定着・変遷しつつある彼岸の姿をみること

ができる。すなわち、大14年の調査では天

川村では、彼岸の中日には仏、寺に詣り、精進

料理を食べた。また、この日は墓参りもせず、

神詣りもなかった。そして、多くの家では僧

イ呂(お寺さん)を迎え法映を営み、先祖渚U、
こ弓

の会向を行なったのである「。・一方、奈良市の

い力ら、,、'
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( 3 )

し 0.,',

押熊地区では、彼岸の中日に墓山の柴を伐っ

てきて寺の焚物をつくったり、結願の日には

寺に参ったし、古くは彼岸の問、朝夕寺に詣

り、各家では精進料理を食べたのである励。ま

た、桜井市萱森では六斎念U、をして彼岸には
",、し

[南無阿弥陀U寸に変化をつけた節まわして

鉦の音にあわせて読唱し、寺で講衆か会合し

たのであるが、現在はその姿もないわ。

今日では、尖田寺(大念仁、宗)へ参って先
邑き、ら

祖の諸仁、の戒名を墨書した経木を納める彼

岸行事へ、また欠田地区内の寺 q争稱寺・浄

士宗)内の先祖の菓へ詣り、清吊して帰宅す

るか、古くは家でも先祖を祀ったという(大

和郡山市矢田町・山下フサ、河合辰次郎両氏

'淡)。

移り変りゆく彼岸=先祖まつ1)行事も桜井

市萱森や奈良市秋篠のように、彼岸か先祖ま

つり・追善供養として人々のこころから次第

に遠ざかる日も間近いのではあるまいか。
,十任}『 Hオq辿〒大成』第]2を・第 2 期所収、

12}「雛樂り上お彼半」 tr1斤1、1イ,火全災・芸能史1,1-』第

17を一斤収,

折Π,.兇ぐは陪戻山の1反永には1,くから彼}ギ所なるち

のか什・・个所おり、洽嘆占く尿山にあうた彼半,,次襲所

に村]常してゐる、存分・秋分に催うぐ、そこぐ,.上筵を

行0 た七二ろか'ア匙ウたものど恕、はれる」ど彼垰の叫

籾形態を1仁察する

{3}ル搭蜜多 Pa ='ノ脚hがαど lt,ハてはネ1!、1__ぐ、市{如のlil

生.した地=到彼半左1、力t_

14 参,八民剖判qpr経高の日'ι i'・F上i';亡,1 の血[1'心二 i1240,

午2打Π'三Πの条に「今Π彼片初口山」どみえ、彼il'の

供養内奔か,祀赦芦丸ぐいる

た、、、同、3ιのイ n242}11'二j1Ⅱ'.Πの条ぐ「念
^^

俳識法如Π々、今Π彼}1慈也j 上'亡小されぐぃぐ、 b

の彼}1'のΠが災なることガ加え、'呉'か期Πの変化か、

いすれの暖因によるか川1らかてむいげ聖村人成.1 第32

を所収)、

また、こ九より,,堕ツぐ藤1県経ljjの H I,1 1,,i,ι1 の

承安四 117■ 1トハ刀廿11の条に「今H 彼に姑也、.ル

羽御念佛亢能棚即.1T之」上あり、120日カリ',26Πまぐ「御

念沸問番」か定めゞ寸していたげ史村火成」第29を所収}、

これゞ,の火刈かゞ,貴城娩の闇て彼岸行町=先Mまつ

"か行な力れぐいたことかmえ、平安後期にはtぐに

定liしていたこ上は剛nて、平亥初照あるいはそれ以

前に彼半か存Υ1'していた上ぢぇられなくはない,今後

の史斜分析にま力たい。

{5}~{フ}『奈良υι風俗志』『、ドカ攻村史、H 民間仁仰の研究』
寳制絹寸1、教火'i民削念U、研突会瓢,而き参川した・

i
 
-
ー
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Ih 大和に残る町並と町家

、民家"それはいろいろな条件によって町

力J杉成され、その地、方にようて家屋の形式か

生まれる。現在まで脈々七受け継かれた家か

数多く見受けf。れる大和。その大和に残る駆

史的な町では、興福テを中心に発達した門前

町である糸良市。城、ト町では大和矧1山市・ 「^

1Π」

取町。称念寺の寺内剛である橿原市の今井町、

交易の中,L、地である五条市本町及ひ鬮i町筋か

代表的である。これらの町は近世において白

立的な商1人を生み、町の機能も商業活動の

場へと変貌し、文化の扣い手も支配階級から

町人へと変化しぐいった。特に今井岡は近世

にノ、ると「海の堺・1途の今井」と称せられる

程に発達し大商人が現力れた,

県内に見られる剛卯み左個々に眺めてみる

と、奈良市では兀興寺岡辻成戸岡付・近に残り、

尤興寺町には粲良市に残る最も占い1寸家であ

る藤岡家住1」、城戸町には細川家住、ゼが見ら

れる_藤岡家住宅は兀禄午・問の建築と伝えゞ。

れ、甲要女化財に指定されている。このイ上七

は大規討ιな家1卞のカリに柱・梁・〒Ⅱ・茶鴨居

の木削か細1く良質な家屋である_また、細川

家住宅は打'戸時代カヰ。和口ーソク業を営み、

19"祀初期に.建.,生された七みゞ寸τ、県指定文

化財に指定されている,大和郡1[ド市は城下町

特有の街路惜成を残し、紺屋町・洞泉寺町に

古い町井みがみ'寸1る。文化咲に指定された

民家はないが、岡'のあし,こ力に寸,い1杉式を有

する民家か残っている。

橿原市今井町は全国的に有名な町Ⅱみで、

民俗博物館だより

約800戸を数えその80パーセントカリ下戸時代

の建設でしめられている。この町は白衛のた

め周囲に環濠を巡らし城郛形式を取る貞由都

市で、自治的な生活共同体として発達した。

この町における指定文化財の民家は、畷安3

年(1650 )に建.泛された八,徠造りでイ1'名

な今西家住宅をはヒめとし、豊田家住tl・高

木家住も・中恬家住む・片イず家住tl・上田家

住宅・1日米谷家住宅・河合家イ主'セの 8件が立

ちならび、全て重要文化財である。このよう

にーつの町で多くの民家力斗旨定されたところ

はなく、今井明'か特に古い町であるこ七を物

誥0ており、まさに生きた民家の野外博物鮪

であるといっても過言ではない。

五条市本町及び辛斤町は、吉野地方と紀州・

堺・大阪を結ぶ要地であり、伊勢街道にも

沿っており、早・くから交易の場として栄えた。

本町にある栗山家住宅は、股、女12午辻607)

に建設された民家で、建設年,代の判明した内

では我国最古のもので、重要文化財に指定さ

れぐいる。この建物は屋根に反りかつき、東

側屋根面に煙出しの下鳥破風力荒艾け'。れ、壮

暇な構えを呈している。また、栗山家住宅の

近くには県指定文化財である中家住七があ

り、防火対策に目をみはるものがある。その

他、先程■した栗山家の本家である栗山家住

む等数多くの古い民家か街道に沿って叫を連

ね、ぐいる。

高取町は大和郡山市上同しく城下町である

がJ成郛と町とか離れてお1)、町は街道に沿っ

て細長く発達している。この町には当公園へ

移築建股中の旧臼井家住むがある。この民家

は、18世紀前半の建物で農家風の町家で、屋

根が茅葺であるの力汗分しい。

県内に残る代表的な町Nみとm了家について

簡中.に述べたが、この他にも天理市柳木町、

橿原市八木町、御所市、ノぐ上陀町にも剛井_み

力四戈っており、今なお息、グいくいる。次回は

W了家の平向構造の変化についぐ触れ、次いて

町人力唄古力を示すために用いた細部意匠につ

いてぢ察するf定である。
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^^ 収1岐Vt 半1・dMΥイ介(フ)

吉野林業技術の概観

当館の林業関係収蔵資料の解説をおこなう

前に、本論ではその道具類の背景にある、吉

野林業の技術のようすを、本県で余り紹介さ

れたことかない明治期までの始産に関する書

物を引用しながら述べることにする。

^^^
^^^^^^

^^^^

吉野林業の技術書のうぢ汗ノ川、〒代のものと

して『廣益國産考』が第一にあげられるであ

ろう。擶国の物産の技術を見聞した、江戸後

期の農学者大蔵永常の書であるが、各所に吉

野の技術を述べている。「全国にてははじめ柚
」:

るとき弐三尺も間おき植れども吉野郡にては
1 、

繁くうえ三迅1圷・にて問引ゆえ木にいがみなく

生立な i)始よりあらく稙たるはいがみできる
ノ'ト」

也最早八九ケ年になれば抜伐するが官し、比
J J'

伐たるは揺になる也(中略)足ハ皆吉甥ソ彬
^

の杉作る人より1翊所なり」1と、その技術を公
表し、,;仟匪1への早芋茶の材制としている。

江戸期には、吉野の杣人がその技術をもっ

て他国へ出張にあたることもあった。吉野の

(造キ村技術者が陸奧の弘前藩へ招かれた例.

があり、また吉野の筏師が長艸1藩の招によっ

てわざわざ周防まで、トつた例,。もある。技術

だけでなく種子を隠、岐へおくることもあった

そうである。

その技術が先進していることは、明治の外

来技術か韶介されるなかで、欧艸1の方法に少
.ニノ」

しも遜色かないという記述より、うかがい知

ることができる。明治の林学のオーソリティ

本多静六の書物のなかで「歐洲川無育法」と

「吉野の撫育法」を^心ヒさせている。

Π歐洲ノ撫育法 吉野ノ撫育法

^^^^^^^

^^^^^^
^^^^^^

^.^ ^

.Ξ=

二優レリト雛モ亦一方二於テ其生育ヲ害スル

所ノ雑草ノ条知支甚シキガ故二林木ノ撫育法二

於テモ亦少シク異十ル所アルハ自然ノ理十リ

ト謂フベシ」.と古野の士地の状態で作業内

容の異なることを説明している。

しかし、耻t法(ケリj1リ il:1'1111映代)ハ歐洲二

於テハへっく氏ノ創見卜稱セラル、モ其實<

我吉野二於テ行<ル、樽丸用杉林二對スル疎

伐法二等シキモノナリ(中略)へっく氏<一

千九百 0 二年二於テ 1t'説ヲ(A11gememe

Forst u.上壌dzeltun又 1902 )公ニセシニj邑キ

ザルモ我ガ吉野二於テ,寸呪二百数十年来之ヲ

寅行セルモノナルガ,收ナリ」.とj山べ、ヨー

ロソパの学説と、経'験的に考えだされた吉野

の間伐法が一汝することを紹介している。

明治に入って他県の地場産業の育成に吉群

の林業技術か寄与することもあうた。

明治22年10月、奈良県小川村の林業者盛口

平治か盲争岡県に揣かれ、その林業法を為じて

いる。盛Π家のご子牙炉斤蔵の口述竿,記書のコ

ピーを鍵谷芳春氏より拝借し、被見すること

ができたので、少し紹介することにする。

「当縣(芳井ilg 畄11河リ,り二於テ<到ル處焼

畑ノ法ニヨリー両年雑殺ヲ作リ苗木ヲ植へ込

ムモノ、如シ此習慣ハ多少ノ収獲アリ下草ノ

苅取りモ都合ヨク如何ニモ便利二似タレトモ

良材ヲ作ル目的二於テ<大二忌ムヘキモノト

ス我吉野郡二於テ<焼畑ノ習慣アリタレドモ

今ヨリ、百二三十年前其幣害アルヲ発見シ断然

之ヲ1発」LセリJ、尭加作りノ樹ハ村iイJ ヨリ六七

年ハ成良札夕速力十レドモ十五年乃至廿年二

至テ勢力大二衰フル十リ舛佃御焼畑<・ーツ

ノ仇敞卜見テ可ナリ」吽とおそらく静岡県に

かぎ'0ず、当時一般におこなわれてぃた焼畑

農業との併用を断ヒて禁ヒている。吉野のう

ちでも,汁画的林業をはやくからおこなってぃ

た小川刈の人の発言として同然であろう。ま

た、「當縣(芳井注:静岡県)二於テハー坪乃

至_'j1τ二一本若ク<一木半ノ割ヲ以テ植へ込

メリ足レ抜伐リ法ノ無キ為メ十ラン然モ斯ク

疎二舶へ込ミタルモノハ枝ノミ張リ出テ、長0

^^^
^^^^^^
^^^

手入

^^^

( 5 )

^^

^^^^
^^

芳井敬郎

^^^
^^^^ .=.Ξ='

_^冒
^^^^^

^^^^^

^^^^
^^

^^
^^^

^^

「=="'=

^^^^'=.一上='='窒よー'='='=

疎伐・

技打一・・・・・・・・一枝打(小略)

引抜伐(中略)」'.引抜伐・ー

上表でみれぱ力かるとおり、修理(手入)

のう力の下刈の作業か欧艸1ではおこなわれて

いない。そのことは「我林木ノ生長ハ常二彼
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ケ加カク良材卜成リ難シ猶ホ又一様二併列シ

アルモ樹ノ片枝トナリテ木理ノ不齋ヲ来スニ

心、付カサルモノ、如シ」七 では、密柏林

の有用性を述べてぃる。

以1ハ先人の実学の書より吉野の林業のよ

うすをみてきたか、それらの記述は、他国に

呼ひ力・け啓発したものであるゆえに、すべて、

吉弼1木業の特色とみてよかろラ 0

その第一の特徴として密柏の方法かあげら

れる。なぜ密杣をするよラになったかという

問題"はえq而と関係かないので_」、れないが、

ようするに'鳥杣.は、古野独、特の整った森林の

すカサごの基いとなっている。

他県では]坪に 1 本植えか多いのに、川

上・東古野村では 4 本ほども根栽する、

次にその方法を記す。まつ、前回伐採した

跡地の枝葉をかたつ'けけ也明け)、それを谷の

方へ落す(マクリ)のである。また、残かい

に火をつけることもある。しかし、山火事か

おこりゃすいので、小雨やくもった日しかて

きな'L、,フ。

そして、いよいよ柏栽にとりかかる。

山柚えの苗木は、]束25本ずつにまとめて

おき、乾燥しゃすいため、作業中は小川につ

けておく 亡

土地には、杉・松の混植をおこなう,それ0

は、1:竹1か2様j心のとちらか1神だけにむく こ

とはほと/しどないためである。

作業は、横に 1列にならんでおこなう。最

初、トングワを 3 度ほど地画にうちこむ。そ

の六に、苗木を入れて士をかけ、クワのい)て

たたいておく。そして、根か士地につきゃす

いように、根心に雨水のたまる穴をあけぐお

<。今日では 1 人 1日500本ほど植えるが、以

1

,Π1】

(2)

(3)

前は杉地で300本、桧地(士のかたいところ)

で250本ほどであった乃この植付けの出来・

不出来はのちの林業経営に大きく作用する こ

とになる 0

苗木の配亙Ⅲこはいろいろな仕方があるが、

メンドリバエ(菱型稙戈_Xこすることか多い 0

(他地方では筋柚えをしている)菱杣.えは、

左右前力に隣近する木かないよヲに11・火谷れ

ている。(弐0の型となる。)この方法をもちい

ると、成長につれ、 1・Υ一方に枝のIHるア,'枝に

なることや木目か変形するこ七もなく、・1i个を

とりまき、まるく枝葉か'繁るようになる。よっ

て、木のまかりか少なく、棄てる部分の少な

い木に成長する。

しかし、木が育つにしたか'つく除問伐しな

けれぱならない.,1画的な闇伐汰は、古野林

業の第2の特徴七いえよう 0

除伐はステキリという。密杣させるため、

10年ぐらいたつと木どおしの競争をはしめ、

他を被圧する優勢木や、生長の悪い、将来性

のない劣勢木かでる。それらの木を伐綵する

とになる。こ

除伐木はほとんどすて木となるが、次の間、

伐は、林業経営の上で大切な収入源となる。

この作業は、稲1木後12~16年ほどからはヒま

る。他県におけるなすぴ伐り(大きく育った

木から伐りとっていく)をせずに、あくまて

も、数多くの優良木を残すためおこな力れる

ので、間伐木の選定には、林業家の長い経.験

か必要である',。

以上吉野林業の2つの特徴をひろい出し、

その作業を記したつもりである。次号では、

それらと有機的に結びついた、作業の詳細を

用具と技術で明らかにする。

民俗博物館だより

」'

國産三を_二犬保15午大藏,k帛

日ポ"、業史昭和26斗巳羽止鮒

轟"、予人;広げ東伐主1対上々び食什、作樂'上明,六

心半木多耐し'<

ιi 少1'+1、業i/{明 lf;2911.,ιK 11 '1'.f,

,,,少Nイ、業技術の発興自,人花-1ご 1川下JI・引仙1英

昭和19牛3 H 東吉野村小村什織谷カイト氏より聞
奴

川仟叫9 q・]月川 b西'"1Ⅱ111,HV 了へ、杉π、Y式一、

山木1トー・氏より 1瑚取
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アンケ

入6官者の感想なりご意見を今後のf甫重常の参ぢとして

利用させていただく為に、昨年度特別テーマ展開催中no

打]0日~]]月24日)アンケート調杏を行なうた。調杏対

象事項は1餅重関係、展永関係、講座関係、博物館の感想

等であり、入館者よ 1)任恵に回答を得力。期間中の回答

者数は262人であり、職業区分は勤め人(会社員、公務員

等) 43人、教員]9人、自営業(農、 1、商業等) 23人、

無職26人、大学生28人、高校生0 人、小中学生123人てあっ

た。質間事項のキなものは汰のとおりであり、質問に1、」

する回答は0印で表永してもらった。

(1)来館され力理由

①民俗に興味があるのて(97人)

②偶然に付近をとおったので絵6人)

③知人にすすめられたので(55人)

④印刷物を見て(24人) ⑤その他(60人)

(Ⅱ)展示室では何に興味をも勺たか

①稲作コー十ーイ60人)②中よ業コーナー(56人)

③茶業コーナーn8人)④日々のくらしコー十一姓7

人)⑤特冽テーマ展コー十一(8]人)

(川)展示解説につぃて

①むつかしい(17人)②やさしすきる(]2人)③

トの分析より

わ力・りやすいイ193人)④その他(40人)

(Ⅳ)民俗溝座(講演)について

①知0 ている(1]4人)②知らない(148人)

(V)休験学習轟座につぃて

①知0 ている(123人)②知らない(]39人)

以上いくつかの調杏事項を抽出して記したが、このア

ンケートからいくつかの興味深い結果と問題,占か得巧れ

たよ・)に思、力れる。

来館理由の質問にヌ、」1_ぐは、全体の37%の人達力辻で俗

に興昧かあると符え、2]%の人達は友人その他の人にす

すめ'れて来館したと答之ぐいる。当初の予想と多少異

なうた結果か得られた訳であるか、このことは最近の民

俗にヌゞするフームなり、各人の生沽のナ昜(捌1士)の1幣史

なり 1活'を見'そ5上いう最近の傾向と関連するもの

と想、力れ、今後その内容を十分検,寸する必要かある。

展ポ解説については、全体の78%の人か分り易い七回

符されているか、-1初目的としていた展水',兒明を貝体的

に分1)易い内容にtるという目的は達成されたよ・)に上]

力れる。民俗倫序、体験学"准座について全体の54%の

人か知らないと指愉していることは問題.占として卜分検

討する必要がある_感想の内容等にも、広報活動か不ト

分でないか七の意兒か[_1立つ。その他多くのこ意見をい

ただいたか、イ吊際な内芥分析を加え、食甫重鴬に生かして

イiきたい七ぢぇている

おし★★★★

●民俗博物館の行事予定

3月30日~10月7日

常設展くらしの中の火

5月5日~10月31日

コー十一展竹の利用n)・藁の利用(1)

5月23日体験学習講座くタルマルノブ<り>

6月]3日民俗講座<生活用具について>

6月27日体,験学習講座くカゴーブくり])

7月23、 24日親と子の民俗教室

7月25日体験学習講座く竹鉄砲つ<り>

※体,験学習講座は午前Ⅱ時と午後 2時の 2

回、それぞれ 1時間あまり行ないます。

民俗講座は 2階の講義室で午後2時より

行ないます。

※都合により内容など一部変更することがあ

ります。

せ★★★★
7月23日(金)

口

7月24日(土)

●親と子の民俗教室について

時問 7月23、 24日とも午前10時10分~午後

12時25分まで。

1 大和のくらい・Ⅱ内容

生活用具について

博物館とは

対象成人と小学校 5 ・ 6年生・中学'11。

対象者以外の同伴はご遠慮下さい。

申込受付 6月20日より受け付けます。往復

ハガキにてお申込み下さい。

60名にて締め切らせていただきま

す。

^

(吉岡豊)

■編集後記■

春先にはコジュケイやシジュウカラ等の鳥が公園

を訪れる。カラスもそうした功れ者の一人である。

一羽、二羽と飛び交っては枝にとまり、また餌を、

あさる-3、つ・)カラスは冬場には1斤生するのだか、

この辺のカラスはそんな気配さえみせなかった。

当公園の鳥類学名は、豊富な採fⅢ昜がないからだ

ろうという。・一方駆出しの民俗芋オ走は、やたのカラ

スさま(八翅鳥)は孤高にして尊厳なるか故なと

と出鱈目を言う (尾瀬河骨)0
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